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（  続紙  １）  
京都大学  博士（教育学）  氏名   日道 俊之  
論文題目  共感が援助行動を促進する心理・神経・遺伝的メカニズムの検討  
（論文内容の要旨）  
 本論文は，共感が援助行動を促進するメカニズムについて，脳機能計測および遺伝






在する神経基盤として，脳の前頭前野外側部（ lPFC: lateral prefrontal cortex）に着目し，
感情的共感及び認知的共感の両者において，遺伝的要因が lPFC への影響を介し，援
助行動に影響するメカニズムを検証することを示した。  
 第 3 章「感情的共感における lPFC と援助行動の関係」では，2 つの研究を取り上げ




研究 2（大学生 28 名）では，セロトニン 2A 受容体遺伝子多型の AA 多型保有者は，
金銭的な苦境にある他者に共感する際の左 lPFC 活動が G 多型保有者と比して弱く，
また援助行動も少なく，その背後にあることが想定される不快感情の強度も弱いこと
を示した。  







 第 5 章「認知的共感に対する不快感情の影響の検討」では，2 つの研究を取り上げ
た。研究 4（大学生 44 名）では， lPFC は他者の視点取得を要する課題中に活性化す
る一方で，課題に先立って動画により不快感情が導入されると，lPFC 活動は阻害され
ることを示した。  
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研究 5（大学生 24 名）では，視点取得を要する課題中に，オキシトシン受容体遺伝
子多型の G 多型保有者は，中性の感情状態では認知的共感において左 lPFC が効果的
に働く一方で，課題に先だって不快感情が導入されると AG 多型保有者と比して lPFC
活動が阻害されやすいといったオキシトシン受容体遺伝子多型による調整効果を見出
した。  
 第 6 章「認知的共感に対する不快感情の影響の領域固有性の検討」では，2 つの研
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(1) 援助行動の特性に応じた認知と感情の関わりの解明  







成 28 年 1 月 26 日，論文内容とそれに関連した試問を行った結果，合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表
に際しては，（期間未定）当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
